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＜病棟連絡事項＞
・高橋SGMよりメールが来ている為、各自確認をお願いします。
・7/28（木）看護管理当直　赤坂SGM→佐藤AOMへ変更となっています。
＜患者様連絡事項＞

・山本　久美子様～不穏時レボトミン25mg 　30回分処方。

・本田　未来様～本日分の臨時薬7日分処方。GAF50点。
・佐々木　紀子様～電話対応について、主治医より今後は次男様から連絡があった際は

長男様を通すように伝え、対応を統一するよう指示がありました。
・山本　嗣教様～みちのく記念病院転院の件について、転院先のSWとのやり取りの進捗について確認しています。SWと連絡は取れているようで、8月中には転院可能との事。日程については母様と相談するとのことです。
進捗あり次第、再度連絡して頂くよう説明し了承しています。

＜要注目患者様検討＞
・高柳　和子様～大声での奇声や、落ち着き無く徘徊する様子あり頓服薬使用しています。
　　　　　　　　他者から怒鳴られる事もあった為、適宜介入しトラブル注意しましょう。

・小栗　健太郎様～診察前「帰りたい…」と自室にて流涙している様子があり、昼食後薬の拒薬もありました。必要時訴えを傾聴し、突発的な行動にも注意していきましょう。
・田村　真紀子様～夜間の失禁頻回にある為、必要時リハパンやオムツ、寝具の購入を
検討していきましょう。
・成田　賀枝様～不機嫌さがあり、ペットボトルを他者へ盗まれ大声を出す様子がありました。他者トラブルに注意していきましょう。
・山本　嗣教様～昨準、体温38℃台で抗原検査実施し陰性でした。本日は体温36℃台で

体調不良は無く経過しています。引き続き身体症状観察していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・佐藤 准様～飲酒要求については「ここでは無いです」と。歯痛あり本日昼より
ロキソプロフェン1T　3日分処方。
左腕の疼痛ありハップスターが処方となっている。
・小栗 健太郎様～「もう限界です。家に帰りたい。」朝から訴えあり診察にも来ない。

陰鬱な表情でベッドに臥床している。周囲の精神科患者との人間

関係、嫌な思いをしたこと等語る。主治医からは困難を乗り越えて

ここまで来れた事、自宅での対応は母にとって困難で施設に向けて

いく事など説明。コロナ渦で外出困難な状況も限界の原因である事

も踏まえ経過を待ちましょうと伝えている。本人は嗚咽している。
・釜谷 茂春様～臨時薬は継続指示。7月31日に退院の予定。初外来は8/19（金）。

退院時処方は8/20まで21日分処方。ハップスターも1包処方。
・工藤 みず紀様～痰がらみは緩和枯れておりカルボシステインは止め。

先週から処方のツムラ半夏厚朴湯エキス顆粒は継続となる。
・沢田 秋子様～最近不安の訴えにて継続指示を服用する回数が増えている。
本人は不安については診察では語らず。引き続き不安時は
頓服を服用するよう説明ある。処方内容は継続。
・成田 賀枝様～おやつの不満は今日もきかれている。処方はフェキソフェナジン
塩酸塩OD錠が2T朝、夕→1T朝のみに減薬となる。
・泉川 ケイ子様～診察では眠気を訴えている。主治医からはきちんと
食事を摂るよう言われている。処方内容は継続。
・河村 哲久様～他者への不満訴え聞かれ話の傾聴をしている。処方内容は継続。
・田中 敬様～飲酒要求はないとの事。腎機能の低下により服薬中のリスモダン
（50）6CAP（朝、昼、夕）→4CAP（朝、夕）に減薬となっている。
　また排便困難さ訴えあり酸化マグネシウム1T夕食後に処方となる
・成田 富士子様～処方内容の変更なし。口調は落ち着いている。
・高柳 和子様～不眠時が変更となり、レボトミン（５）2T　5回分が処方。

臨時薬の処方変更なし。コントミン3Tは3×で先週に引き続き

処方継続。また不眠時指示　レボトミン(5）2錠へ変更となっている。
・小泉 裕子様～「先生これ読んでください」と書き溜めたノートを持参。
現実検討能力の乏しい内容の談話が聞かれている。
また節水を心がけるよう伝えている。明日より夕食後に
ブロムペリドール1T追加処方となる。
＜皮膚科患者様情報＞

・續石　啓介様～処置継続となり、フロジン液が1本処方となる。

・佐々木　章洋様～臨時薬アタラックスPが7日分継続処方となる。

・村舘　ミネ様～処置継続となり、ソフラチュール7枚処方となる。

＜コロナウイルス感染対策＞
・業務中はフェイスシールドを必ず装着する。
・ゾーニングの際には他の患者様との接触を確実に避ける。
・オムツ交換などの体に触れる距離感での接触の際には必ずPPEを用いる。
・発生した部屋が大部屋である際には陽性者の使用部分などは徹底し消毒をする。
（0.05％次亜塩素酸ナトリウムまたは70％以上のアルコールにて消毒を行う。）
・どの居室にて陽性者が出てもいいよう、イメージトレーニングを行う。
・陽性者が出たら隔絶対応とし、陽性者のみの部屋をつくる。
・濃厚接触者の部屋（イエローゾーン・グリーンゾーン）をつくり、陽性者と同じ感染症対策を実施する。
・コロナウイルス発生時はゾーニング等、他スタッフや管理者と相談し合いながら安全に実施する。
